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２０２３年１２月ＮＨＫ中央放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ中央放送番組審議会は、１８日(月)、ＮＨＫ放送センターにおいて、

１４人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、５月１５日（月）に放送した「ニュースウオッチ９」報道へのＢＰＯ

意見について報告があり、議事に入った。 

会議では、まず、「２０２４年度国内放送番組編集の基本計画(案)」の諮問にあたっ

て説明があり、審議の結果、中央放送番組審議会として原案を可とする旨、答申するこ

とを決定した。その後、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後１か月の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。 

 

（出席委員）  

   委 員 長  佐倉  統（東京大学大学院情報学環教授／理化学研究所革新知能統合研究センターチームリーダー ） 

   委 員      秋田 正紀（株式会社松屋取締役会長兼取締役会議長） 

秋本 可愛（株式会社Ｂｌａｎｋｅｔ代表取締役） 

小沢 秀行（朝日新聞社論説副主幹） 

岸田 奈美（作家） 

﨑村 夏彦（ＯｐｅｎＩＤ Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ理事長） 

椎木 里佳（株式会社ＡＭＦ代表取締役社長） 

末冨  芳（日本大学文理学部教授） 

富所 浩介（読売新聞東京本社論説副委員長） 

仲條 亮子（グーグル合同会社執行役員／ＹｏｕＴｕｂｅ日本代表） 

萩原 智子（日本知的障害者水泳連盟副会長／シドニー五輪競泳日本代表） 

馬場 利彦（全国農業協同組合中央会専務理事） 

廣田 康人（株式会社アシックス 代表取締役社長 ＣＥＯ兼ＣＯＯ） 

向井 千秋（東京理科大学 特任副学長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜２０２４年度国内放送番組編集の基本計画（案）について ～諮問～＞ 

 

○  「３．民主主義の一翼を担い 平和で持続可能な世界の構築に貢献」に「ロシアに

よるウクライナへの軍事侵攻など、国際秩序は混迷を極め」とある。ウクライナ情勢

については、ロシアの国際法違反による主権侵害が明らかだということで、「ウクラ
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イナ侵略」ということばを使うメディアもある。政府のホームページなども「ウクラ

イナ侵略」という表現をしている。メディアでは「侵攻」ということばと「侵略」と

いうことばを使うところに分かれていると認識している。センシティブなところなの

で、表現にあたって、論理的な根拠があると、視聴者にも説明しやすいのではないか。

ＮＨＫはニュースでも「ウクライナへの軍事侵攻」ということばを使っているのか、

理由とあわせて聞きたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫでは、ロシアによるウクライナへの攻撃が始まった

2022 年２月２４日以降、「侵攻」という表現で日々の報道を行っ

ている。国内外のさまざまな状況などを念頭に検討し、ＮＨＫ

として使用している。一方で、ウクライナ情勢をめぐっては、

各国首脳の発言などで「侵略」ということばが用いられる機会

も数多くあり、そのような発言などは、そのまま報道している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  首相やウクライナ大統領の発言を直接引用する場合は、その

発言をそのまま使う場合もありうる。 

 

○  メディアが自律的に判断すべきことであり、理解した。 

 

○  前回の審議会で出た疑義を解消した原案になっていると思う。各委員の意見の趣旨

が番組編成に生かされることを前提に、今回の原案を可とし、答申したいと思う。異

議はないか。 

 

○  異議なし。 

 

○  原案を可とし、答申することにする。 

 

（ＮＨＫ側） 

  答申いただき感謝申し上げる。中央放送番組審議会の答申を

いただいたので、「２０２４年度国内放送番組編集の基本計画

（案）」を経営委員会に提出し、議決を得たい。来年度の具体的

な番組編成を記した「編成計画」については、２月に予定して

いる審議会で報告させていただく。 

 



3 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月２６日(日)のＮＨＫスペシャル シリーズ 食の“防衛線”「第一回 主食

コメ・忍び寄る危機」と１２月３日(日)の「第二回 牛乳・肉・卵 タンパク源を守

れるか」を見た。日本の食に迫る危機へ警鐘を鳴らす、見応えのある番組だった。食

料安全保障の重要性について、踏み込んだ内容で伝えていたと思う。「第一回」は、

イメージしやすい表現が随所に盛り込まれ、わがことと感じられる内容だった。生産

者の声を代弁し、生産現場の厳しい実態を伝えていたと思う。生産者だけの問題では

なく消費者の問題でもあるという点についても、分かりやすく示していた。また、今

回の番組で見られたように、地域放送局による地域密着の取材情報を、全国放送で効

果的に活用していってほしい。「第二回」では、国民の食料生産の持続可能性につい

て、真剣に考えなければならない時代だと伝えていた。消費者に対して重要な視点を

投げかけていたと思う。飼料高騰や円安の影響による畜産・酪農の厳しい現状を伝え

ていたが、飼料穀物の国内生産化へ向けた動きなど、希望の光も感じられた点はよ

かった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  地域放送局と東京の制作チームで、生産者・消費者それぞれ

の視点を踏まえて制作した。食料自給率の問題については今後

も取り上げていきたい。 

 

○  １２月９日(土)のＮＨＫスペシャル「わが娘を手放した日 中国 “一人っ子政策”

のその後」を見た。中国の一人っ子政策が生んだ悲劇の実態に驚いた。主人公の女性

は生まれてすぐに海外へ手放され、２１年の時を経て、祖国で親子が再会するという

内容だった。親と手放された子どもが、互いに思いやりながらも共に暮らすことがか

なわないという悲劇に胸が痛んだ。ひとつの政策が人の一生に与える影響を社会で考

えられるよう、教育現場での活用なども期待したい。 

 

○  １２月９日(土)のＮＨＫスペシャル「わが娘を手放した日 中国 “一人っ子政策”

のその後」を見た。心が痛み、政策の在り方について考えさせられた。教育現場での

活用という意見に賛成する。 

 

（ＮＨＫ側） 

  隣国である中国に暮らす人たちの等身大の姿を知り、理解を

深めるという点で意味のある企画だったのではないかと思う。 
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○  １２月１７日(日)のＮＨＫスペシャル「家康の世界地図 ～知られざるニッポン

“開国”の夢～」を見た。徳川家康が驚異的な速さで世界地図を手に入れ、世界戦略

を考えていたという事実に驚いた。重層的に取材をしていて、映像で未来へ残す意義

を感じた。 

 

○  １１月３０日(木)の魔改造の夜「ホームベーカリー パン大食い競争」を見た。過

去の放送回では改造したマシンが動作しないケースもあったが、今回は参加した３

チームのマシンがすべて動き、競技に参加できていてよかった。子どもの心にも響く

内容だったと思う。 

 

○  １２月６日(水)のクローズアップ現代「世界が注目！日本の教育『ＴＯＫＫＡＴＳ

Ｕ』特別活動の意義は」を見た。中東などで、学級会や日直などの日本式教育「特別

活動（ＴＯＫＫＡＴＳＵ）」が注目されている。ＴＯＫＫＡＴＳＵがエジプトの教育

現場に取り入れられた結果、子どもたちの自主性が高まったという事例を紹介してい

た。エジプトの教育は教師が子どもに教える形が基本で、子どもたちがみずから答え

を出すのを待てず、教師が介入してしまうという話は興味深かった。日本の教育現場

では当たり前のものとして見られる風景が、民主主義社会の基礎になっていて、主権

者教育でもあるのだろうと感じた。日本では働き方改革などで特別活動が削減されつ

つあるが、そのよさを認識できるよう、このような報道を続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  メディアで頻繁に取り上げられるテーマで、すでに知られて

いる話題ではないかという懸念もあったが、独自の取材を通し

て意外な発見があった。このような企画は今後も継続していき

たい。 

 

○  １２月９日(土)の「天皇杯ＪＦＡ第１０３回全日本サッカー選手権 決勝」(総合 

後 1:50～5:38)を見た。サッカーの初心者も感情移入しやすく、ハーフタイムでのフ

リップを使った解説は丁寧で分かりやすかった。２人で解説するスタイルは見やすい

ので、今後もさまざまな競技での導入を期待したい。ただし、時折サッカーの専門用

語について行けない部分があった。専門用語についてはアナウンサーが補足を加える

など、すべての人に分かりやすいことばで伝える工夫をしてもよいのではないか。 

 

○  １２月９日(土)の「天皇杯ＪＦＡ第１０３回全日本サッカー選手権 決勝」を見た。

延長戦の末、ＰＫ戦でもなかなか決着がつかず、編成上の苦労を推察した。最後まで



5 

放送していたのはＮＨＫならではだと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ハーフタイムで行った解説のスタイルは初めての試みで、視

聴者からも好評の声を頂いた。専門用語については、アナウン

サーが丁寧に解説するなどの対応を考えたい。 

 

○  １２月１１日(月)のクローズアップ現代「その“新ダイエット”が危ない ある治

療薬の落とし穴」を見た。糖尿病の治療薬をダイエット目的で購入する人が増えてい

るという話題で、興味深く視聴した。薬の副作用の疑いで急性すい炎になった人に焦

点を当てていた。服用していた薬に急性すい炎のリスクがあったという紹介の場面で

映していた薬の添付文書の中に「０．１％」という数字があった。この数字を見て発

症の可能性は低いと感じて、この薬を使って痩せたいと思ってしまう人がいるかもし

れず、このような数字は映さないほうが適切ではないかと感じた。実際に使われてい

る薬の例を挙げて伝えていたが、ＳＮＳでダイエット情報を発信している人たちの傾

向を見ると、現在の主流は別の薬に変化してきている。今後は、薬に頼るダイエット

の危険性や、不適切に処方する病院の問題なども取り上げてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  薬に依存するダイエットの危険性について、今後も警鐘を鳴

らしていきたい。統計値を伝える際には、その数字が持つ意味

をより丁寧に伝えたい。 

 

○  １２月１３日(水)のクローズアップ現代「歪んだ“正義”か“世直し”か ～私人

逮捕系動画の波紋～」を見た。“ユーチューバー”を取り上げていたが、このような

ケースは１つのプラットフォームで対処してもほかのプラットフォームで行為が継

続されることがあり、業界全体の問題だ。特定のプラットフォームで使われる呼称で

はなく、幅広い呼称を使うことが適切ではないか。また、インターネット上の過激な

動画投稿は、電波、紙等のメディアの加熱報道や突撃取材に影響を受けている面もあ

ると思う。発信者側のメディアリテラシーについて広く丁寧に議論する必要があると

思う。その一方で、ＳＮＳでの情報発信により社会の改善につながった実例もあり、

安易に削除すべきということではなく、丁寧に議論していく必要がある。 

 

（ＮＨＫ側） 

  加熱取材については、各メディアで問題意識が高まっている。

ＮＨＫでもしっかりと対応していく。 
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（ＮＨＫ側） 

  デジタルメディアとも手を携え、この問題を考えていきたい。

全体を見渡したバランスのよい伝え方ができるようにしたい。 

 

○  １２月１７日(日)の日曜討論「私たちの“食”をどう守る？」を見た。「食料・農

業・農村基本法」の改正を控える中で、食料安全保障のために必要なことは何か、消

費者からのアプローチも含めて伝え続けてほしい。 

 

○  １２月１７日(日)の「高専ロボコン２０２３ 栄冠をもぎとれ！激アツ☆フルーツ

狩りバトル」(総合 後 1:50～2:44)を見た。高専生がロボット技術を競う大会で、会

場の一体感が映像から伝わってきた。優勝校の学生が「ずっと悔し涙しか流してこな

かったので、初めてうれし涙を流せて本当によかった」と涙ながらに話す姿や、負け

てしまったチームの「負けて悔しいが、本当に楽しく、生きがいになった」というこ

とばが印象に残った。学生たちがひたむきに挑戦する姿や、発想力豊かなアイデアに

胸を打たれた。アナウンサーの事前の取材からは、チームの苦労や強さの秘けつが感

じられ、興味をひかれた。番組のタイトルも含め、「フルーツ狩り」という競技形式

にも親しみやすさを感じた。このような番組を今後も数多く制作してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  参加学生のレベルが高く、競技の難易度設定などに苦心しな

がら制作している。「ロボコン」は技術と理論の両方が重要で、

高専生にマッチした競技だと思う。今後もよりよい番組にして

いきたい。 

 

○  １２月１７日(日)の大河ドラマ「どうする家康」最終回を見た。広く知られた史実

で、何度もドラマ化されてきたテーマを「大河ドラマ」として描くことは難しかった

のではないだろうか。関ヶ原の戦い以降のストーリーには特に興味をひかれた。ＳＮ

Ｓでも話題になっていた、最終回の茶々のせりふには背筋が伸びる思いがした。さま

ざまな新しい映像技術を取り入れたという点でも、意欲的なドラマだったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  １年間の視聴に感謝申し上げる。初回の放送後、ＣＧの演出

などに対して厳しい意見を頂いたが、後半では映像技術がより

進化した。ストーリーの面でも、徳川家康を新たな面から描こ

うと挑戦した。反省点もあるので、それらは今後のドラマ制作
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に生かしていく。 

 

○  大河ドラマ「どうする家康」は、１年を通じて、技術者の育成や建築モデルの蓄積

などのねらいもあると聞いた。そのような取り組みをしていることをほとんどの視聴

者は知らないと思う。取り組みの成果を報告書などでアピールしてはどうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  歴史番組の「歴史探偵」やＮＨＫスペシャル「ヒューマンエ

イジ」などで、「どうする家康」で作り上げた新技術のデータを

活用している。大河ドラマのセットは長年使い続けているもの

がほとんどで、今回「どうする家康」で蓄積したデータも、ド

ラマに限らずさまざまな番組で幅広く活用していく。そのよう

な取り組みの報告については検討したい。 

 

○  連続テレビ小説「ブギウギ」を見ている。主人公のモデルは笠置シヅ子さんで、そ

の人生を知り驚いた。主人公のライバルである、茨田りつ子のモデルとなった淡谷の

り子さんについても、改めて知るよい機会となった。主演の趣里さんの表情の豊かさ

には次第に魅了されている。回を追うごとに俳優の演技に引き込まれていくのは「連

続テレビ小説」の魅力であると感じた。再放送中の連続テレビ小説「まんぷく」も同

様で、楽しんで見ている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  オーディションで趣里さんと出会えたことで、ドラマの制作

により力が入った。先日放送した「大空の弟」の歌唱シーンも

話題になった。後半は番組がより魅力的になり、趣里さんの演

技も変化していく。 

 

○  土曜ドラマ「デフ・ヴォイス 法廷の手話通訳士」を見た。ろう者・難聴者などの

役を当事者である俳優が演じるドラマで、本編の前に放送していた２分間の出演者

インタビューに衝撃を受けた。当事者が演じることの魅力や手話の迫力がひと目で分

かり、出演者へのリスペクトと深い理解があると感じた。インタビュー映像には音楽

が一切なく、手話で風を切る音や「ぱぴぷぺぽ」の破裂音が聞こえ、照明や背景も体

の表現を引き立てていて、目を引くものだった。日本のエンターテインメント業界で

は、手話は不自由で健気なものとして描かれることが多かったと思う。創作における

マイノリティーの描かれ方については、当事者が違和感を抱いてから実際の演出に反

映されるまでに長い年月がかかると思っていたが、日本のドラマ界が一歩新しいス
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テージに来たと感じた。耳が聞こえない両親をもつ“コーダ”（Ｃｈｉｌｄｒｅｎ ｏ

ｆ Ｄｅａｆ Ａｄｕｌｔｓ）の役を俳優の草彅剛さんが演じていて、当事者ではな

い俳優が演じることにＳＮＳ上で賛否両論があったが、大変よい配役だったと思う。

メディアが“コーダ”を取り上げる機会は少なく、世の中の理解もなかなか進んでい

ない中で、草彅さんは難しい役を演じていた。“コーダ”とは何かを説明するせりふ

が多く、差別をめぐる表現も記号的に感じたが、限られた時間の中で描ききるにはや

むをえない点かと思った。いずれは“コーダ”も当事者が演じ、誰もがエンターテイン

メントとして楽しむことができる作品を期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ドラマの演出チームと福祉番組のチームが一緒に作り上げ

た。福祉番組である「ハートネットＴＶ」でろう者の俳優を育

成する取り組みをしていて、今回のドラマにも協力してくれた。

ろう者の俳優は少ないが、ＮＨＫで育成できるとよいと思う。

このような取り組みはこれからも続けていきたい。 

 

○  １１月２５日(土)のＥＴＶ特集「人新世 ある村にて」を見た。ＮＨＫらしい重厚

な特集で見応えがあった。利益を出すためには政府が規制するプラスチック廃棄物を

使用せざるをえないという、インドネシアの村の食品工場の様子を伝えていた。先進

国の豊かさが途上国の課題へとつながる世界の構造の中で、そのような環境問題が起

きていることを浮き彫りにしていた。途上国と先進国という構図はよく描かれていた

が、インドネシア国内の格差にもクローズアップする必要があったのではないか。ま

た、人類の活動が地球の環境や生態系を変えつつあると提唱される「人新世」という

ことばをタイトルに掲げるのであれば、人の営みが環境に与える影響に関しても掘り

下げられるとなおよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  このような現状が地球のどこかで起きていることを知って

ほしいという願いを込めた。国内の格差については、これから

制作する際には伝え方を考えたい。「人新世」という聞き慣れな

いことばに対する目配りについても、次回の参考にしたい。 

 

○  １２月９日(土)のＥＴＶ特集「昭和天皇 御進講メモ～世界戦争の中の外交戦～」

を見た。外交官出身の宮内省御用掛の松田道一氏が、昭和８年から２０年まで、計 500

回にわたって行った、国際情勢に関する昭和天皇への御進講の記録をＮＨＫが入手し、

分析したものだ。松田氏の存在も、天皇への濃密なブリーフィングも、初めて知る事
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実だった。現在も、首相や国務大臣が天皇に国政の報告を行う「内奏」はあるが、そ

の内容が明かされることはない。御進講の記録、とりわけ天皇の 367回もの質問の記

録が残っていることに驚いた。質問の内容を通して、昭和天皇の関心や問題意識を推

し量ることができる。松田氏は国際協調派の外交官だったが、第二次世界大戦のドイ

ツの快進撃を高く評価し、独ソ戦も短期間でドイツが勝利するとみていた。その後の

展開から考えると、大変甘い見方だと言えるが、同時代において国際情勢を的確に把

握することの難しさもよく分かった。歴史を検証するうえでの記録の重要性は大きい。

松田氏はよく記録を残してくれたと思うし、それを発掘して分析した報道は、意義の

あるものだ。 

 

（ＮＨＫ側） 

  発掘された膨大な資料のＡＩ言語処理を行い、多方面からさ

まざまな分析をした。昭和天皇の関心がどこにあったのか、情

報をどのように分析したのか、現代を生きる人たちの心にも響

くような番組にしたいという思いを込めた。 

 

○  １２月１０日(日)に再放送されたレギュラー番組への道「図書館名探偵の事件簿」

(Ｅテレ 後 2:30～2:59)を見た。心をひかれる魅力的な番組だった。図書館に本を借

りにくる人は本のタイトルがうろ覚えなことがあり、図書館司書は断片的な情報から

本を探し当てている。そのような話題に加え、さまざまな司書のエピソードを取り上

げていて、心に響いた。「魔法が使えるようになる本は？」という子どもからの依頼

に対する司書の行動には感動した。また、道端で拾った古い牛乳瓶の正体を尋ねられ

ことをきっかけに、地域にかつて牧場があったことを発見した司書が、地域の情報を

聞き取って資料に残していくことも図書館の役割だと話していたことも印象的だっ

た。「図書館は、ゲーテとも対話ができ、清少納言にも会えるような人間の英知が集

まる場所」という司書のことばは心に残った。図書館は地域の知の拠点であると同時

に、歴史を伝える機能を持っている。そのような存在である図書館を応援する番組に

好感を持った。番組のレギュラー化を期待している。 

 

○  「キミも防災サバイバー！」を見ている。小学校の防災指導でも活用されている番

組だ。各地の小学生が自分の生活している地域を回って関係者の話を聞き、災害の恐

ろしさとともに対処法と心構えを学ぶ内容だ。分かりやすく、すばらしい番組だと思

う。災害を経験していない子どもたちには、備えだけでなく、実際に起こった事実を

しっかりと伝えることが大切だと思う。今後も期待している。また、ＮＨＫ ｆｏｒ 

Ｓｃｈｏｏｌのホームページでは、各コンテンツを分かりやすく分類していて、見や

すく検索もしやすいと思った。 
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（ＮＨＫ側） 

  子どもが防災をわがこととして考えられるよう、教育現場の

意見を聞き、子どもを主人公に作った番組だ。ＮＨＫ ｆｏｒ 

Ｓｃｈｏｏｌは、学校で教えにくい部分をカバーする役目を果

たしている。 

 

○  １１月２６日(日)の市民Ｘ「謎の天才“サトシ・ナカモト”完全版」(ＢＳ１ 後 9:00

～10:39)を見た。番組の前半では随所に疑問を感じる内容があり、専門知識がある研

究者を入れるともう少し厚みが出たのではないかと思った。後半は専門家が出演し、

納得できる内容だった。漸進的な業績であると明確に示していたことや、サトシ・ナ

カモトが抱いたであろう挫折感にも触れていたことはよかった。過去の番組映像の引

用も効果的だったので、ＮＨＫオンデマンドで見ることができれば、より重層的な理

解が進むのではないかと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  さまざまな形で、サトシ・ナカモトが現代の社会に与えた影

響の大きさに迫った。必ずしもよい影響ばかりではないことも

伝えたいという趣旨で、専門家に出演してもらった。関連番組

のＮＨＫオンデマンドでの公開についてはあらためて検討した

い。 

 

○  １１月２０日(月)のヒューマニエンス ４０億年のたくらみ「“死の迎え方” ヒ

トの穏やかな死とは」を見た。“死”という非常に難しい問題を取り上げていたが、

重くなりすぎず、よい構成だった。ＭＣを務める俳優の織田裕二さんも、番組を親し

みやすい印象にしていた。最近のさまざまな生命科学のデータから、むやみに寿命を

延ばすことは本人にとって幸せではないといえるようになった。そのような内容につ

いて、現場で診療にあたる専門家などの見地を交え、分かりやすく伝えていた。医学

的なデータを死生観に結びつけることは難しいが、現代ではその重要性が増している。

今後もこのようなアプローチの番組に期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  科学の見地から倫理的な側面などを考えたいというねらい

で放送している。これからも挑戦を続けたい。 

 

○  １２月６日(水) のフロンティア「日本人とは何者なのか」と１２月１３日(水)の
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「ＡＩ 究極の知能への挑戦」を見た。衛星放送の再編とともに始まった新番組だ。

「日本人とは何者なのか」では、数万年前の骨の「古代ＤＮＡ解析」で得られた情報

から、従来の日本人の祖先観が覆る可能性を伝えていた。「ＡＩ 究極の知能への挑

戦」では、人間のような見た目をしたＡＩロボットが登場し、ＡＩで手塚治虫の創造

性に挑んでいた。いずれも最先端の研究に取り組む科学者の取材が中心で、知的好奇

心をかき立てる内容だったが、それぞれの話題が断片的で、関連性が分かりにくかっ

た。最先端の研究がどのような成果につながるのか、掘り下げた説明があるとなおよ

かった。テーマそのものは大変興味深かったので、単発で終わらせず、続編を制作し

てもよいのではないか。また、撮影の手法に工夫が感じられ、視聴者に語りかけるよ

うな映像には説得力があった。今後の４Ｋでの視聴にも期待が高まった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  関連性が分かりにくかったという点は改善し、分かりやすい

ストーリー展開の語り口を模索したい。世界標準の演出を意識

しながら、さまざまなテーマを取り上げていきたいと考えてい

る。 

 

○  １２月７日(木)のＣｏｒｅ Ｋｙｏｔｏ「仏教の新たな試み～知恵が育む 仏の心

～」を見た。時代に合った仏教の在り方を提案する番組で、高台寺の「アンドロイド

観音」、自分の存在意義に悩む人への居場所づくりに取り組む僧侶など、京都の多様

な形の取り組みに希望を感じた。ただし、極楽浄土からのお迎えをドローンで表現す

る寺については、ほかの番組で紹介しているケースを複数回見た。仏師や仏壇職人な

ど、僧侶だけではない取り組みの紹介にも期待している。 

 

○  １２月７日(木)のＢＳスペシャル「特攻４０００人 生と死そして記憶」を見た。

特攻は難しい、センシティブなテーマだ。決して美化はできないが、愚かな国策と戦

争指導の犠牲になっただけと切るのも違う。それぞれに覚悟や思い、しゅん巡があり、

遺族の感情にも配慮しなければならない。番組のディレクターが１５年前に、生き残

りの元搭乗員を取材した映像も使われていたが、彼が問題意識を持ち、長期間にわ

たってこのテーマを追ってきたからこそ実現した番組だったのではないか。さまざま

なバックグラウンドを持つ一人一人の遺族や関係者を丹念に取材していて、この問題

を考えるうえでのさまざまな視点が提供され、複雑な感情を喚起させられた。亡く

なった 4000 人の特攻隊員全員の本籍地を調べ、日本地図に落としていたが、北海道

から沖縄まで全都道府県に及んでおり、特攻の犠牲者が自分の身近にもいるかもしれ

ないと感じさせる効果があった。特攻隊員の遺書や遺品はたくさん紹介されているが、

今回、初めて閲覧が許されたというものは、これまで明らかになっていなかった新資
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料ということか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ディレクターは２０年以上特攻の取材を続けている。これま

でに発見されていた資料もあるが、近年、1000通の遺書などが

新たに見つかった。遺族の人たちにもその存在がほとんど知ら

れていないものだった。今回見つかった特攻隊員一人一人の情

報を徹底的に取材・分析し、遺族の人たちに話を聞いた。 

 

○  １２月８日は真珠湾攻撃があった日だが、当日に関連番組が見当たらなかった。戦

争の歴史を知る若者が少なくなっていることを懸念している。継続して取り上げてほ

しい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  真珠湾攻撃を直接取り上げたものではないが、１２月７日

(木)から１２月８日(金)にかけて、戦争に関するいくつかの企

画を放送した。１２月７日(木)はＢＳスペシャル「特攻４００

０人 生と死そして記憶」を放送し、１２月８日(金)はＢＳ１

スペシャル「完全版 開戦 太平洋戦争～日中知られざる攻防

～」を再放送した。また、１２月８日(金)の「ニュースウオッ

チ９」でも、絵本作家のかこさとしさんの戦争への思いを伝え

る企画を放送した。戦争の歴史を伝え、平和について考えるこ

とは公共メディアとして大切なテーマであり、いつまでも忘れ

てはならないという思いを込めて放送した。 

 

○  ＮＨＫの記者が取材したインタビューの内容メモなどがインターネット上に流出

した問題で、企画そのものの放送がなくなってしまった、ＮＨＫは企画に関わった女

性支援団体に謝罪したと聞いた。昨今、インターネット上での女性への暴力が問題に

なっていて、多くの女性支援団体が不当な攻撃を受けている。問題の検証も必要だが、

人権尊重の観点から、女性への暴力を廃絶する方向性の報道は萎縮せずに続けてほし

い。 

 

（ＮＨＫ側） 

  情報が外部に流出したことを深くおわびする。女性支援団体

に対する攻撃などについては、情報流出の問題とは切り離し、

今後も積極的に報じていく。 
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○  １２月１４日(木)に税制改正大綱決定のニュースがあったが、ＮＨＫの報道は政府

の発表そのままで、疑問を感じた。児童手当と高校生への扶養控除の見直し分を差し

引きするとプラスになると伝えていたが、児童手当と引き換えに高校生が増税される

ことになると考えている。また、高校無償化から排除される世帯が相当数出てくると

いう問題があると思うが、その点についても触れられなかった。政府の発信をうのみ

にしてもよいのだろうか。税制は、政府への不信と相まって、国民の混乱を巻き起こ

す課題でもあると思う。歴史的な経緯も含め、もう少し丁寧な報道をお願いしたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  政府が決定したタイミングでの放送だったので、どうしても

政府の発表に引きずられる部分があったかもしれない。多様な

意見を多角的に伝えるのが公共放送の役目なので、機会がある

たびに丁寧に伝えていく。 

 

○  インターネット上などの誤情報への対処について、集中的に伝えていた。１２月１

６日(土)の「サタデーウオッチ９」、１２月１８日(月)の「あさイチ」、１２月１３日

(水)のクローズアップ現代「歪んだ“正義”か“世直し”か ～私人逮捕系動画の波

紋～」など、さまざまな番組で取り上げていた。ファクトチェックの重要性やリテラ

シーを持つことの大切さを伝えるとともに、そのためには業界やジャーナリストの関

係者がともに対処していかなければならないというメッセージだと受け止めている。

「サタデーウオッチ９」の特集「“選挙イヤー”の２０２４年 世界で高まる“フェ

イクへの懸念”」では、各国のファクトチェックセンターの取り組みを報じていた。「あ

さイチ」では、専門家がデータをもとに偏りのない解説をしていて、適切な人選だと

感じた。プラットフォーム側に対しては「人々の視野が狭くならないような仕掛けを

作ることが重要」と話していた。ニュースを見ない人たちもいる中で、目に触れる場

所に必要な情報を置いておくことが大事だと思った。視聴者からの意見で、コミュニ

ケーションの一つとして保護者と子どもが携帯電話でどのようなものを見ているの

かお互いにチェックし合うのはＩＴリテラシーを互いに高めたり、大人のほうが実は

ＩＴリテラシーが低いという指摘もあった。ＮＨＫがこのようなことをキャンペーン

として展開することは重要だ。「ネズリテ」というネットリテラシーを学ぶ短編アニ

メもあった。さまざまなタッチポイントを作っていて大変よかったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「サタデーウオッチ９」では画面上の演出にも工夫した。よ

り伝わりやすい形で、今後も報道に取り組みたい。 
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（ＮＨＫ側） 

  情報空間の中で誤った情報が飛び交ったり、“フィルターバ

ブル”や“エコーチェンバー”などの問題も起きたりしている

中で、デジタルメディアでもさまざまな取り組みが行われてい

る。公共メディアであるＮＨＫとしては、自らの報道の真実性

をしっかりと担保するとともに、世の中で飛び交う情報のファ

クトチェックも行っていくことが、今後の最重要事項だと考え

ている。さまざまなメディアとも連携しながら進めていきたい。 

 

○  １２月２日(土)の夜にフィリピン付近を震源とする大地震による津波の報道が

あった。地震、津波、台風、豪雨などの災害報道は、ＮＨＫがしっかりと取り組むべ

きものだと思う。ただし、今回は実際の潮位に比べて放送が長すぎたのではないかと

感じている。難しい問題だが、今回の件を振り返り、バランスの取り方に留意して伝

えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  災害報道の長さなどは状況に応じて対応している。深夜帯で

不安を感じる人もいることを鑑みて、長時間にわたって伝えた。

引き続き、減災・防災に関しては力を入れ、報じていきたい。 

 

○  年末に向けてスポーツの放送が増えていくと思う。「箱根駅伝」のラジオ放送も含

め、年末のスポーツ放送を楽しみにしている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「箱根駅伝」は、レース本番に向けて鋭意取材をしていると

ころだ。期待してほしい。 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター 
        番組審議会事務局 


